
- -1

（
外
交
防
衛
委
員
会
）

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
六
号
）

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

こ
の
議
定
書
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
文
化
財
の
大
量
破
壊
、
盗
取
等
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
武
力
紛
争
下
に

お
け
る
文
化
財
保
護
の
た
め
の
包
括
的
な
国
際
約
束
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
国
際
社
会
に
お
い
て
高
ま
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
五
月
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
主
導
の
下

「
武
力

、

紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約

（
以
下
「
条
約
」
と
い
う

）
と
共
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
五
六

」

。

年
（
昭
和
三
十
一
年
）
八
月
に
効
力
を
発
生
し
た
。
こ
の
議
定
書
は
、
本
文
十
五
の
規
定
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
締
約
国
は
、
条
約
第
一
条
に
定
義
す
る
文
化
財
が
、
武
力
紛
争
の
際
に
自
国
が
占
領
し
た
地
域
か
ら
輸
出
さ
れ
る
こ
と
を

防
止
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

二
、
締
約
国
は
、
占
領
地
域
か
ら
直
接
又
は
間
接
に
自
国
の
領
域
内
に
輸
入
さ
れ
る
文
化
財
を
管
理
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

こ
の
管
理
は
、
文
化
財
が
輸
入
さ
れ
た
時
に
自
動
的
に
行
い
、
又
は
自
動
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
当
該
占
領
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地
域
の
当
局
か
ら
の
要
請
に
よ
り
行
う
。

三
、
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
に
あ
る
文
化
財
で
あ
っ
て
前
記
一
に
定
め
る
原
則
に
違
反
し
て
輸
出
さ
れ
た
も
の
を
、
敵
対

行
為
の
終
了
の
際
に
、
従
前
に
占
領
さ
れ
た
地
域
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
返
還
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

四
、
自
国
が
占
領
し
た
地
域
か
ら
文
化
財
が
輸
出
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
締
約
国
は
、
前
記
三
に
従
っ

て
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
化
財
の
善
意
の
所
持
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
。

五
、
締
約
国
の
領
域
を
出
所
と
す
る
文
化
財
で
あ
っ
て
武
力
紛
争
に
よ
る
危
険
か
ら
の
保
護
を
目
的
と
し
て
当
該
締
約
国
に
よ

り
他
の
締
約
国
の
領
域
内
に
寄
託
さ
れ
た
も
の
は
、
敵
対
行
為
の
終
了
の
際
に
、
当
該
他
の
締
約
国
に
よ
り
、
当
該
文
化
財

の
出
所
で
あ
る
領
域
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
返
還
さ
れ
る
。

六
、
署
名
、
批
准
又
は
加
入
の
際
に
、
前
記
一
か
ら
五
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
我
が
国
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
結
に
当
た
り
、
前
記
三
の
文
化
財
の
返
還
義
務
に
関
し
、
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
、
か

つ
、
善
意
の
所
持
者
が
管
理
す
る
当
該
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
民
法
上
、
盗
難
又
は
遺
失
の
時
よ
り
二
年
間
を
経
過
し
た
場
合

に
は
、
国
が
所
有
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
が
生
ず
る
可
能
性
も
排
除
さ
れ
な
い
た

め
、
前
記
三
に
つ
き
、
前
記
六
に
基
づ
き
留
保
を
付
す
る
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。


